
　
　
「
二
つ
と
な
い
人
形
」

「
―
―
お
父
さ
ん
、
ど
う
な
す
っ
た
の
？
」
と
、
チ
カ

子
さ
ん
は
、
心
配
そ
う
に
た
づ
ね
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
お
父
さ
ん
は
、
静
か
に
、
そ
し
て
心
か
ら
、

か
う
お
っ
し
ゃ
る
の
で
し
た
。

「
―
―
ね
ぇ
、
チ
カ
子
や
。
そ
の
妙
な
顔
の
人
形
だ
ね
。

人
形
や
へ
戻
す
の
は
、
止
め
よ
う
。
今
、
お
父
さ
ん
は

考
へ
た
の
だ
が
、
そ
の
人
形
は
、
戻
さ
れ
た
ら
、
お
そ

ら
く
も
う
二
度
と
、
買
は
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
そ

れ
こ
そ
、
い
つ
ま
で
も
、
戸
棚
の
隅
に
、
こ
ろ
が
さ
れ

た
ま
ゝ
か
、
芥
と
一
し
ょ
に
、
焼
か
れ
る
か
も
し
れ
ん
。

顔
の
き
れ
い
な
人
形
は
、
ほ
め
ら
れ
た
り
可
愛
が
ら
れ

た
り
す
る
の
に
、
顔
の
妙
な
ば
っ
か
り
に
、
悲
し
く
、

さ
び
し
く
暮
ら
す
、
そ
の
人
形
は
、
あ
ま
り
に
も
、
か

は
い
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
思
ひ
が
け
な
く
、
お
父
さ
ん

に
買
は
れ
て
、
ど
ん
な
に
か
、
心
の
中
で
よ
ろ
こ
ん
だ

ら
う
。
そ
れ
が
、
た
ち
ま
ち
、
戻
さ
れ
る
と
し
た
ら
―

―
人
形
の
、
う
つ
く
し
い
心
に
は
、
変
り
は
な
い
ん
だ
。

ね
ぇ
、チ
カ
子
や
。
も
う
一
つ
、人
形
を
買
っ
て
も
い
ゝ

か
ら
、
そ
の
人
形
は
、
私
た
ち
三
人
で
、
可
愛
が
っ
て

や
ら
う
じ
ゃ
な
い
か
」

　

ぢ
っ
と
聞
い
て
ゐ
た
チ
カ
子
さ
ん
は
、
こ
の
時
、
大

き
く
、
う
な
づ
き
ま
し
た
。
そ
の
、
ひ
と
み
は
、
し
ん

け
ん
に
、
か
が
や
き
ま
し
た
。

『
よ
い
子
の
お
話　

新
日
本
童
話
選
』（
昭
和
21　

大
昌
閣
）
よ
り

明
治
32（
一
八
九
九
）年	

	

2
月
23
日
、
東
京
府
本
郷
区
追
分
町
（
現
・
東
京
都
文
京
区
）
生
ま
れ
。

大
正
7（
一
九
一
八
）年	

一
九
歳	

〝
心
中
大
衆
文
学
〟
の
作
家
に
な
り
た
い
と
の
夢
か
ら
、
当
時
、
読
者
数
一
を
誇
る
大
衆
雑
誌
『
文
芸

倶
楽
部
』（
博
文
館
）
に
「
心
中
物
語
」
を
投
稿
、
幸
運
に
も
採
用
さ
れ
て
登
壇
。
以
後
、
大
正
末
期

ま
で
文
芸
倶
楽
部
を
中
心
に
20
余
の
大
衆
誌
に
執
筆
。『
文
芸
春
秋
』
に
も
「
団
子
坂
の
菊
人
形
」「
銀

座
の
星
」
な
ど
執
筆
。

大
正
9（
一
九
二
〇
）年	

二
一
歳	

児
童
文
学
、少
年
少
女
小
説
に
方
向
転
換（
高
見
順
の
勧
め
な
ど
）。
小
学
館
の
学
年
誌『
小
学
三
年
生
』

『
小
学
四
年
生
』『
小
学
五
年
生
』『
小
学
六
年
生
』
に
長
編
連
載
小
説
を
執
筆
。〝
あ
ん
こ
玉
先
生
〟

と
あ
だ
名
さ
れ
た
。（
小
学
館
創
設
者
・
相
賀
武
夫
に
全
学
年
誌
編
集
を
依
頼
さ
れ
る
が
、
執
筆
協
力

に
と
ど
め
た
。）

大
正
11（
一
九
二
二
）年	

二
三
歳	

若
い
女
性
対
象
の
雑
誌
『
令
女
界
』
を
藤
村
耕
一
と
編
集
、
宝
文
館
か
ら
出
版
。
多
く
の
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
使
っ
て
執
筆
。
や
が
て
、『
令
女
界
』
ブ
ー
ム
が
起
き
る
。
芥
川
龍
之
介
、
谷
崎
潤
一
郎
、
吉
屋

信
子
な
ど
も
執
筆
。
竹
下
夢
二
、
蕗
谷
虹
児
、
高
畠
華
宵
、
加
藤
ま
さ
を
、
東
郷
青
児
、
岩
田
専
太
郎
、

中
原
淳
一
な
ど
の
挿
絵
・
口
絵
が
人
気
を
博
し
た
。
同
じ
頃
、
高
見
順
（
当
時
は
高
間
芳
雄
）
編
集

の
月
刊
誌
『
こ
ど
も
日
本
』
に
も
連
載
執
筆
。
そ
の
後
、
少
年
少
女
向
け
の
『
美
談
』
創
刊
、
編
集
、

執
筆
。（
林
芙
美
子
と
の
縁
が
で
き
る
。）

大
正
14（
一
九
二
五
）年	

二
六
歳	

小
学
館
初
の
単
行
本
『
小
学
国
史
物
語
・
全
4
巻
』
を
発
刊
。
全
国
の
学
校
図
書
館
で
購
入
。

昭
和
2（
一
九
二
七
）年	

二
八
歳	

『
西
遊
記
』
を
ヨ
ウ
ネ
ン
社
か
ら
発
刊
。
こ
の
頃
、
子
供
・
少
年
少
女
・
青
年
向
け
の
26
の
雑
誌
に
執

筆
。

昭
和
7（
一
九
三
二
）年	

三
三
歳	

Ｎ
Ｈ
Ｋ
静
岡
放
送
局
・
子
供
の
時
間
に
専
属
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
創
作
童
話
を
執
筆
、
放
送
。
以
後
、

東
京
放
送
局
・
子
供
の
時
間
に
登
場
。

昭
和
18（
一
九
四
三
）年	

四
四
歳	

雑
誌
『
海
と
船
』
編
集
・
執
筆
。（
編
集
長
・
米
窪
満
亮　

初
代
労
働
大
臣
）

昭
和
20（
一
九
四
五
）年	

四
六
歳	

妻
の
故
郷
、
岩
国
市
へ
。

昭
和
21（
一
九
四
六
）年	

四
七
歳	

『
よ
い
子
の
お
話　

新
日
本
童
話
選
』（
大
昌
閣
）
な
ど
発
刊
。

昭
和
24（
一
九
四
九
）年	

五
〇
歳	

防
長
新
聞
・
一
年
間
連
載
『
散
り
し
と
思
え
ば
』

昭
和
25（
一
九
五
〇
）年	

五
一
歳	

『
岩
国
文
芸
』『
岩
陽
文
芸
』『
火
山
群
』
の
発
刊
、
編
集
、
執
筆
を
は
じ
め
る
。
以
後
、
文
化
、
社
会

教
育
、
社
会
福
祉
、
更
生
保
護
な
ど
多
岐
に
渡
り
活
動
。（
俳
号
・
草
雨
）

昭
和
27（
一
九
五
二
）年	

五
三
歳	

岩
国
市
立
愛
宕
小
学
校
校
歌
を
作
詞
。

昭
和
43（
一
九
六
八
）年	

六
九
歳	

岩
国
地
方
文
化
人
連
盟
設
立
（
一
九
八
四
年
「
地
方
文
化
の
会
・
岩
国
」
に
改
称
）。
総
合
雑
誌
発
刊
、

講
演
会
・
文
学
賞
等
企
画
。

昭
和
44（
一
九
六
九
）年	

七
〇
歳	

同
連
盟
、
総
合
誌
『
21
世
紀
』
発
刊
。
以
後
、
今
日
ま
で
一
一
四
号
に
至
る
。

昭
和
48（
一
九
七
三
）年	

七
四
歳	

同
連
盟
、
国
木
田
独
歩
文
学
碑
建
立
。（
岩
国
市
横
山
）

昭
和
58（
一
九
八
三
）年	

八
四
歳	

藍
綬
褒
章
受
章
。

昭
和
59（
一
九
八
四
）年	

八
五
歳	

3
月
8
日
、
呼
吸
不
全
に
て
死
亡
。（
岩
国
市
錦
病
院
）

《
没
後
》	

	

　

昭
和
59（
一
九
八
四
）年	

	

4
月
、
有
志
・
元
島
英
三
文
学
碑
建
立
。（
岩
国
市
門
前
）

	
	

　
〈
碑
文
〉
表
面
「
人
間
な
ら　

人
間
の
顔
で　

暮
ら
し
た
い
」

	
	

　
　
　
　
　
裏
面
「
子
供
が
好
き　

散
歩
が
好
き　

岩
国
が
好
き
」

5
月
、
有
志
・
元
島
英
三
記
念
樹
植
栽
。（
岩
国
市
横
山
独
歩
碑
隣
り
。
熊
本
産
・
し
だ
れ
桜
）

　

児
童
文
学

元も

と

島じ

ま

英え

い

三ぞ

う

岩国市
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【
著
作
】　

『
小
学
国
史
物
語
・
全
4
巻
』（
大
正
14
・
小
学
館
）

『
西
遊
記
』（
昭
和
2
・
ヨ
ウ
ネ
ン
社
）

『
よ
い
子
の
お
話　

新
日
本
童
話
選
』（
昭
和
21
・
大
昌
閣
）

�

ほ
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【
閲
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報
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岩
国
市
牛
野
谷
町
三
―
一
二
―
三　
　

元
島
祥
次　

宅

　

薄
い
ガ
ラ
ス
の
神
経
と
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
の
神
経
を
合

わ
せ
も
っ
た
作
家
だ
。
こ
こ
ろ
の
機
微
に
触
れ
る
感
性
と
終

生
譲
ら
ぬ
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
も
ち
続
け
た
。
そ
れ
は
、
小

さ
い
も
の
、
悲
し
い
も
の
、
貧
し
い
も
の
な
ど
へ
の
共
振
と

そ
の
〝
地
味
な
正
当
化
〟
だ
っ
た
。

　

小
さ
い
も
の
、
純
粋
な
も
の
へ
の
関
心
は
、
童
話
や
児
童

文
学
に
展
開
さ
れ
た
。
設
立
直
後
の
小
学
館
の
学
年
誌
『
小

学
三
年
～
六
年
生
』
に
相
次
い
で
長
編
連
載
小
説
を
執
筆
。

続
い
て
、
単
行
本
『
小
学
国
史
物
語
・
全
４
巻
』
を
発
刊
、

全
国
の
学
校
図
書
館
で
購
読
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ヨ
ウ
ネ
ン

社
か
ら
『
西
遊
記
』
も
出
版
さ
れ
た
。
当
時
、
二
十
六
誌
の

児
童
誌
に
執
筆
し
て
い
る
。
一
方
、
居
住
地
近
く
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

静
岡
放
送
局
で
子
供
の
時
間
に
専
属
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
創
作

童
話
を
執
筆
、
放
送
。
そ
の
後
、
東
京
放
送
局
・
子
供
の
時

間
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
戦
後
は
、
妻
の
故
郷
・
岩
国
に
帰
り
、

『
新
日
本
童
話
選
』
な
ど
を
発
刊
し
て
い
る
。

　

悲
し
い
も
の
、
孤
独
な
も
の
へ
の
関
心
は
、〝
心
中
大
衆
文

学
〟
の
作
家
と
し
て
開
花
し
た
。
当
時
、
読
者
数
一
を
誇
る

雑
誌
『
文
芸
倶
楽
部
』（
博
文
館
）
に
「
心
中
物
語
」
を
投
稿
、

幸
運
に
も
採
用
さ
れ
て
登
壇
し
た
。
次
第
に
評
価
が
高
ま
り
、

当
時
の
大
衆
文
学
誌
二
十
誌
に
執
筆
し
て
い
る
。

　

弱
い
も
の
、
美
し
い
も
の
へ
の
関
心
は
、
女
性
誌
に
結
実

す
る
。
若
い
女
性
対
象
の
雑
誌
『
令
女
界
』
を
藤
村
耕
一
と

編
集
、宝
文
館
か
ら
出
版
す
る
。
多
く
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
っ

て
の
苦
し
い
発
足
だ
っ
た
が
、
や
が
て
、『
令
女
界
』
ブ
ー
ム

が
起
き
る
。
著
名
な
作
家
や
挿
絵
画
家
が
競
っ
て
登
壇
し
た
。

以
後
、
大
正
期
を
彩
る
多
く
の
女
性
誌
に
執
筆
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

貧
し
い
も
の
、
屈
折
し
た
も
の
へ
の
関
心
は
、
更
生
保
護
、

社
会
福
祉
、
児
童
福
祉
、
社
会
教
育
活
動
に
展
開
。
特
に
、

長
年
の
保
護
司
活
動
や
少
年
刑
務
所
の
文
芸
指
導
な
ど
に
よ

り
、
藍
綬
褒
章
を
授
与
さ
れ
た
。

　

地
元
の
文
芸
活
動
で
は
、『
岩
国
文
芸
』『
火
山
群
』『
21
世

紀
』
な
ど
を
相
次
い
で
発
刊
す
る
と
と
も
に
、
随
筆
等
を
数

多
く
執
筆
し
た
。『
21
世
紀
』
は
現
在
百
十
四
号
に
及
ん
で
い

る
。

　

畢
竟
、〝
慈
悲
・
平
等
〟
を
穏
や
か
に
追
求
し
な
が
ら
、
未

完
に
終
わ
っ
た
人
生
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

（
文
・
元
島
祥
次
）

「人間なら人間の顔で暮らしたい」
岩国市門前町大歳神社境内の文学碑 『小学国史物語・全４巻』

年
譜

（
提
供
・
元
島
祥
次
）

元
島
英
三

元
島
英
三
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